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有効成分メトブロムロンを含有する申請農薬の使用方法及び薬効・薬害試験結果概要 

 

１．プロマンフロアブル（メトブロムロン 41.0 %水和剤） 

（１）使用方法 

作物名 
適用 
雑草名 

使用時期 

使用量 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

ﾒﾄﾌﾞﾛﾑﾛﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 薬量 

希釈
水量 

小麦(秋播) 一年生雑草 

は種後出芽前 
（雑草発生前） 300～400 

mL/10a 
100 

L/10a 
1 回 

全面 
土壌 
散布 

1 回 

だいず 

一年生 
広葉雑草 

あずき 

いんげんまめ 

ばれいしょ 
植付後～萌芽始期 

（雑草発生前～発生始期） 

 

（２）薬効 

① 小麦 

薬効・薬害試験の結果、一年生雑草に対して無処理区と比べて効果が認められた。 

 

表 1-1 ：プロマンフロアブルの薬効・薬害試験（小麦、一年生雑草）結果概要 

作物名 

試験 
場所 

 
実施 
年度 

対象雑草 試験条件 結果 

雑草名 
発
生
量 

使用量 

使用時期 
使用 
方法 

薬効 薬害 

薬量 
(mL/10a) 
有効成分
投下量 

(g ai/10a) 

希釈水
量 

(L/10a) 

小麦 
(秋播) 

兵庫 
H24 

一年生イネ科雑草(ｽ
ｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ、ｽｽﾞﾒﾉﾃｯ
ﾎﾟｳ) 
一年生広葉雑草(ﾉﾐﾉ
ﾌｽﾏ、ﾔｴﾑｸﾞﾗ、ﾅｽﾞﾅ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

小麦 
(秋播) 

佐賀 
H24 

一年生イネ科雑草 
(ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ) 
一年生広葉雑草 
(ﾔｴﾑｸﾞﾗ、ﾐﾁﾔﾅｷﾞ、ﾅ
ｽﾞﾅ、ﾉﾐﾉﾌｽﾏ) 

中 

300 
123 

100 

は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

小麦(秋
播) 

北海
道 
H25 

一年生イネ科雑草 
(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ) 
一年生広葉雑草 
(ｲﾇｶﾐﾂﾚ、ﾊｺﾍﾞ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

小麦 
(秋播) 

北海
道 
H25 

一年生イネ科雑草 
(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ) 
一年生広葉雑草 
(ﾊｺﾍﾞ、ｲﾇｶﾐﾂﾚ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

小麦 

(秋播) 

兵庫 

H25 
一年生イネ科雑草 中 

300 

123 
100 

は種後出芽前 

(雑草発生前) 

全面

土壌

散布 

無処理区と比較

して十分な効果

が認められた。 

薬害は認め

られなかっ

た。 
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(ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ、ｽｽﾞﾒﾉ
ｶﾀﾋﾞﾗ) 
一年生広葉雑草 
(ﾉﾐﾉﾌｽﾏ、ﾔｴﾑｸﾞﾗ、ﾅ
ｽﾞﾅ) 

400 
164 

100  

小麦 
(秋播) 

佐賀 
H25 

一年生イネ科雑草 
(ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ、ｽｽﾞﾒﾉ
ｶﾀﾋﾞﾗ) 
一年生広葉雑草 
(ﾔｴﾑｸﾞﾗ、ﾐﾁﾔﾅｷﾞ、ﾉ
ﾐﾉﾌｽﾏ) 

中 

300 
123 

100 

は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

小麦 
(秋播) 

北海
道 
H26 

一年生イネ科雑草 
(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ) 
一年生広葉雑草 
(ｲﾇｶﾐﾂﾚ、ﾅｽﾞﾅ、ﾊｺ
ﾍﾞ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

小麦 
(秋播) 

北海
道 
H26 

一年生イネ科雑草 
(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ) 
一年生広葉雑草 
(ﾊｺﾍﾞ、ﾅｽﾞﾅ、ｲﾇｶﾐﾂ
ﾚ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

 

② だいず 

薬効・薬害試験の結果、一年生広葉雑草に対して無処理区と比べて効果が認められ

た。 

 

表 1-2 ：プロマンフロアブルの薬効・薬害試験（だいず、一年生広葉雑草）結果概要 

作物名 

試験 
場所 

 
実施 
年度 

対象雑草 試験条件 結果 

雑草名 
発
生
量 

使用量 

使用時期 
使用 
方法 

薬効 薬害 

薬量 
(mL/10a) 
有効成分
投下量 

(g ai/10a) 

希釈水
量 

(L/10a) 

だいず 
北海
道 
H25 

一年生広葉雑草(ｼﾛ
ｻﾞ、ﾅｽﾞﾅ、ｲﾇﾀﾃﾞ、ｲ
ﾇﾎｵｽﾞｷ、ｽﾍﾞﾘﾋﾕ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

だいず 
北海
道 
H25 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ｲﾇﾀﾃﾞ、ﾊｺ
ﾍﾞ、ﾀﾆｿﾊﾞ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

だいず 
福島 
H25 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ｴﾉｷｸﾞｻ、ｱﾒﾘ
ｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 

400 
164 

100 

だいず 
三重 

H25 

一年生広葉雑草 

(ﾎｿｱｵｹﾞｲﾄｳ、ﾀﾃﾞ) 
中 

300 

123 
100 

は種後出芽前 

(雑草発生前) 

全面

土壌

散布 

無処理区と比較

して十分な効果

が認められた。 

薬害は認め

られなかっ

た。 
400 

164 
100 

だいず 
福岡 

H25 
一年生広葉雑草 中 

300 

123 
100 

は種後出芽前 

(雑草発生前) 

全面

土壌

無処理区と比較

して十分な効果

薬害は認め

られなかっ
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(ﾋﾛﾊﾌｳﾘﾝﾎｵｽﾞｷ、ﾎｿｱ

ｵｹﾞｲﾄｳ、ﾀｶｻﾌﾞﾛｳ、ｽ

ﾍﾞﾘﾋﾕ、ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ) 

400 

164 
100 

散布 が認められた。 た。 

だいず 
北海
道 
H26 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ｵｵﾂﾒｸｻ、ｽﾍﾞ
ﾘﾋﾕ、ﾂﾕｸｻ、ｲﾇﾀﾃﾞ、
ｲﾇﾎｵｽﾞｷ、ﾀﾆｿﾊﾞ、ｽｶ
ｼﾀｺﾞﾎﾞｳ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 

400 
164 

100 

だいず 
北海
道 
H26 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ﾀﾆｿﾊﾞ、ﾊｺ
ﾍﾞ、ｲﾇﾀﾃﾞ、ﾅｽﾞﾅ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 

400 
164 

100 

だいず 
山形 
H26 

一年生広葉雑草 
(ｱｵﾋﾞﾕ、ｴﾉｷｸﾞｻ、ﾂﾕ
ｸｻ、ｲﾇﾀﾃﾞ、ｽﾍﾞﾘﾋﾕ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 

400 
164 

100 

だいず 
兵庫 
H26 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ｲﾇﾀﾃﾞ、ｲﾇﾋﾞ
ﾕ、ﾎｿｱｵｹﾞｲﾄｳ、ｴﾉｷ
ｸﾞｻ、ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞ
ｻ、ｻﾞｸﾛｿｳ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 

400 
164 

100 

 

③ あずき 

薬効・薬害試験の結果、一年生広葉雑草に対して無処理区と比べて効果が認められ

た。 

 

表 1-3 ：プロマンフロアブルの薬効・薬害試験（あずき、一年生広葉雑草）結果概要 

作物名 

試験 
場所 

 
実施 
年度 

対象雑草 試験条件 結果 

雑草名 
発
生
量 

使用量 

使用時期 
使用 
方法 

薬効 薬害 
薬量 

(mL/10a) 
有効成分
投下量 

(g ai/10a) 

希釈水
量 

(L/10a) 

あずき 
北海
道 
H25 

一年生広葉雑草(ｼﾛ
ｻﾞ、ｲﾇﾀﾃﾞ、ｽﾍﾞﾘﾋ
ﾕ、ｵｵﾂﾒｸｻ、ｲﾇﾎｵｽﾞ
ｷ、ﾅｽﾞﾅ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

あずき 
北海
道 
H25 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ｲﾇﾀﾃﾞ、ﾊｺ
ﾍﾞ、ﾀﾆｿﾊﾞ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 

400 
164 

100 

あずき 
茨城 
H25 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ﾎｿｱｵｹﾞｲﾄｳ、
ｽﾍﾞﾘﾋﾕ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 

400 
164 

100 

あずき 
京都 
H25 

一年生広葉雑草 
(ｽﾍﾞﾘﾋﾕ、ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ、

ｲﾇﾀﾃﾞ) 
中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面

土壌

散布 

無処理区と比較

して十分な効果

が認められた。 

実用上問題

となる薬害

は認められ

なかった。 
400 
164 

100 

あずき 
兵庫 
H25 

一年生広葉雑草 中 
300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面

土壌

無処理区と比較

して効果が認め

薬害は認め

られなかっ
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(ﾎｵｽﾞｷ、ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ、ﾀ

ｶｻﾌﾞﾛｳ、ｽﾍﾞﾘﾋﾕ) 
400 
164 

100 
散布 られたが、その

程度は低かっ

た。 

た。 

あずき 
兵庫 
H25 

一年生広葉雑草 
(ｴﾉｷｸﾞｻ、ﾀｶｻﾌﾞﾛｳ、
ｽﾍﾞﾘﾋﾕ、ｲﾇﾀﾃﾞ、ｶﾔﾂ
ﾘｸﾞｻ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 

400 
164 

100 

あずき 
北海
道 
H26 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ｽﾍﾞﾘﾋﾕ、ｵｵﾂ
ﾒｸｻ、ﾅｽﾞﾅ、ｲﾇﾀﾃﾞ、
ｲﾇﾎｵｽﾞｷ、ﾀﾆｿﾊﾞ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 

400 
164 

100 

あずき 
北海
道 
H26 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ﾀﾆｿﾊﾞ、ﾊｺ
ﾍﾞ、ｲﾇﾎｵｽﾞｷ、ｲﾇﾋﾞ
ﾕ、ﾅｽﾞﾅ、ｲﾇﾀﾃﾞ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 

400 
164 

100 

あずき 
京都 
H26 

一年生広葉雑草 
(ｽﾍﾞﾘﾋﾕ、ｲﾇﾋﾞﾕ、ｶﾔ
ﾂﾘｸﾞｻ、ﾀｶｻﾌﾞﾛｳ、ｲﾇ
ﾀﾃﾞ、ｴﾉｷｸﾞｻ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

あずき 
兵庫 
H26 

一年生広葉雑草 
(ﾋﾛﾊﾌｳﾘﾝﾎｵｽﾞｷ、ﾎｼｱ
ｻｶﾞｵ、ﾀｶｻﾌﾞﾛｳ、ｶﾔﾂ
ﾘｸﾞｻ、ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞ
ｻ、ｴﾉｷｸﾞｻ、ｻﾞｸﾛｿ
ｳ、ｽﾍﾞﾘﾋﾕ) 

中 

300 
123 

100 

は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

 

④ いんげんまめ 

薬効・薬害試験の結果、一年生広葉雑草に対して無処理区と比べて効果が認められ

た。 

 

表 1-4 ：プロマンフロアブルの薬効・薬害試験（いんげんまめ、一年生広葉雑草）結果概要 

作物名 

試験 
場所 

 
実施 
年度 

対象雑草 試験条件 結果 

雑草名 
発
生
量 

使用量 

使用時期 
使用 
方法 

薬効 薬害 

薬量 
(mL/10a) 
有効成分
投下量 

(g si/10a) 

希釈
水量 

(L/10a
) 

いんげ
んまめ 

北海
道 
H25 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ｽﾍﾞﾘﾋﾕ、ｵｵﾂﾒｸ
ｻ、ｽｶｼﾀｺﾞﾎﾞｳ、ｲﾇﾀ
ﾃﾞ、ﾅｽﾞﾅ、ｲﾇﾎｵｽﾞｷ、
ﾊｺﾍﾞ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

いんげ
んまめ 

北海
道 
H25 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ﾀﾆｿﾊﾞ、ﾊｺﾍﾞ、
ｲﾇﾀﾃﾞ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

いんげ
んまめ 

岩手 
H25 

一年生広葉雑草 
(ｲﾇﾋﾞﾕ、ﾂﾕｸｻ、ｲﾇﾀﾃﾞ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

いんげ
んまめ 

茨城 
H25 

一年生広葉雑草 中 
300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌

無処理区と比較
して十分な効果

薬害は認め
られなかっ
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(ｼﾛｻﾞ、ﾎｿｱｵｹﾞｲﾄｳ、ｽｶ
ｼﾀｺﾞﾎﾞｳ、ﾉﾎﾞﾛｷﾞｸ) 

400 
164 

100 
散布 が認められた。 た。 

いんげ
んまめ 

北海
道 
H26 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ｽﾍﾞﾘﾋﾕ、ｵｵﾂﾒｸ
ｻ、ｲﾇﾎｵｽﾞｷ、ｲﾇﾀﾃﾞ、
ﾊｺﾍﾞ、ﾅｽﾞﾅ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

いんげ
んまめ 

北海
道 
H26 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ﾀﾆｿﾊﾞ、ｲﾇﾀ
ﾃﾞ、ﾊｺﾍﾞ、ｽｶｼﾀｺﾞﾎﾞ
ｳ、ﾅｽﾞﾅ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

いんげ
んまめ 

宮城 
H26 

一年生広葉雑草 
(ｲﾇﾀﾃﾞ、ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ、ｱﾒﾘ
ｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ、ﾀﾈﾂｹﾊﾞ
ﾅ、ﾊｷﾀﾞﾒｷﾞｸ) 

中 

300 
123 

100 

は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

300mL/10a 区は
無処理区と比較
して効果が認め
られたが、その
程度は低かっ
た。400mL/10a
区は無処理区と
比較して十分な
効果が認められ
た。 

薬害は認め
られなかっ
た。 

400 
164 

100 

いんげ
んまめ 

茨城 
H26 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ﾎｿｱｵｹﾞｲﾄｳ、ｽ
ﾍﾞﾘﾋﾕ、ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ、ｲﾇﾎ
ｵｽﾞｷ、ｽｶｼﾀｺﾞﾎﾞｳ) 

中 

300 
123 

100 
は種後出芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

 

④ ばれいしょ 

薬効・薬害試験の結果、一年生広葉雑草に対して無処理区と比べて効果が認められ

た。 

 

表 1-5 ：プロマンフロアブルの薬効・薬害試験（ばれいしょ、一年生広葉雑草）結果概要 

作物名 

試験 
場所 

 
実施 
年度 

対象雑草 試験条件 結果 

雑草名 
発
生
量 

使用量 

使用時期 
使用 
方法 

薬効 薬害 

薬量 
(mL/10a) 
有効成分
投下量 

(g ai/10a) 

希釈水
量 

(L/10a) 

ばれい
しょ 

北海
道 
H25 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ｲﾇﾀﾃﾞ、ﾊｺ
ﾍﾞ、ﾅｽﾞﾅ、ﾀﾆｿﾊﾞ) 

中 

300 
123 

100 
植付後萌芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

ばれい
しょ 

北海
道 
H25 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ｲﾇﾀﾃﾞ、ﾀﾆｿ
ﾊﾞ、ﾊｺﾍﾞ) 

中 

300 
123 

100 
植付後萌芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

ばれい
しょ 

青森 
H25 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ﾊｺﾍﾞ、ｽﾍﾞﾘﾋ
ﾕ) 

中 

300 
123 

100 
植付後萌芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 
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ばれい
しょ 

茨城 
H25 

一年生広葉雑草 
(ｺﾞｳｼｭｳｱﾘﾀｿｳ、ｼﾛ
ｻﾞ、ﾅｽﾞﾅ、ﾎｿｱｵｹﾞｲﾄ
ｳ) 

中 

300 
123 

100 
植付後萌芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

ばれい
しょ 

鹿児
島 
H25 

一年生広葉雑草 
(ﾊﾘﾋﾞﾕ、ﾋﾛﾌｳﾘﾝﾎｵｽﾞ
ｷ、ｱﾒﾘｶｷﾝｵｼｶ) 

中 

300 
123 

100 
植付後萌芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して効果が認め
られた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

ばれい
しょ 

北海
道 
H26 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ｲﾇﾀﾃﾞ、ﾊｺ
ﾍﾞ、ｵｵﾂﾒｸｻ、ｽﾍﾞﾘﾋ
ﾕ) 

中 

300 
123 

100 
植付後萌芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

ばれい
しょ 

北海
道 
H26 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ﾊｺﾍﾞ、ﾀﾆｿ
ﾊﾞ、ｲﾇﾀﾃﾞ) 

中 

300 
123 

100 
植付後萌芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

ばれい
しょ 

長野 
H26 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ﾊｷﾀﾞﾒｷﾞｸ) 

中 

300 
123 

100 
植付後萌芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

ばれい
しょ 

鹿児
島 
H26 

一年生広葉雑草 
(ｶﾗｸｻﾅｽﾞﾅ、ｻﾞｸﾛｿ
ｳ、ﾅｽﾞﾅ、ｵｵﾂﾒｸｻ) 

中 

300 
123 

100 
植付後萌芽前 
(雑草発生前) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

ばれい
しょ 

北海
道 
H25 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ｲﾇﾀﾃﾞ、ﾊｺ
ﾍﾞ、ﾅｽﾞﾅ、ﾀﾆｿﾊﾞ、ｿ
ﾊﾞｶｽﾞﾗ) 

中 

300 
123 

100 

萌芽始期 
(雑草発生始期) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

葉脈間黄斑
が認められ
たが、実用
上問題とな
る薬害は認
められなか
った。 

400 
164 

100 

ばれい
しょ 

北海
道 
H25 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ﾊｺﾍﾞ、ｲﾇﾀ
ﾃﾞ、ﾀﾆｿﾊﾞ) 

中 

300 
123 

100 

萌芽始期 
(雑草発生始期) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

葉縁黄化褐
変が認めら
れたが、実
用上問題と
なる薬害は
認められな
かった。 

400 
164 

100 

ばれい
しょ 

青森 
H25 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ｽﾍﾞﾘﾋﾕ、ﾅｽﾞ
ﾅ) 

中 

300 
123 

100 
萌芽始期 
(雑草発生始期) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

ばれい
しょ 

茨城 
H25 

一年生広葉雑草 
(ｺﾞｳｼｭｳｱﾘﾀｿｳ、ｼﾛ
ｻﾞ、ﾅｽﾞﾅ、ﾎｿｱｵｹﾞｲﾄ
ｳ) 

中 

300 
123 

100 

萌芽始期 
(雑草発生始期) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

生育抑制症
状が認めら
れたが、実
用上問題と
なる薬害は
認められな
かった。 

400 
164 

100 

ばれい
しょ 

鹿児
島 
H25 

一年生広葉雑草 
(ﾊﾘ･ｲﾇﾋﾞﾕ、ﾋﾛﾊﾌｳﾘﾝ
ﾎｵｽﾞｷ、ﾏﾙﾊﾞﾂﾕｸｻ) 

中 

300 
123 

100 

萌芽始期 
(雑草発生始期) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

葉縁黄変が
認められた
が、実用上
問題となる
薬害は認め
られなかっ
た。 

400 
164 

100 
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ばれい
しょ 

北海
道 
H26 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ｲﾇﾀﾃﾞ、ﾊｺ
ﾍﾞ、ｵｵﾂﾒｸｻ、ｽﾍﾞﾘﾋ
ﾕ) 

中 

300 
123 

100 

萌芽始期 
(雑草発生始期) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

黄斑・葉脈
間黄化が認
められた
が、実用上
問題となる
薬害は認め
られなかっ
た。 

400 
164 

100 

ばれい
しょ 

北海
道 
H26 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ﾊｺﾍﾞ、ｲﾇﾀ
ﾃﾞ、ﾀﾆｿﾊﾞ) 

中 

300 
123 

100 

萌芽始期 
(雑草発生始期) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

葉縁の黒変
が認められ
たが、実用
上問題とな
る薬害は認
められなか
った。 

400 
164 

100 

ばれい
しょ 

長野 
H26 

一年生広葉雑草 
(ｼﾛｻﾞ、ﾊｷﾀﾞﾒｷﾞｸ) 

中 

300 
123 

100 

萌芽始期 
(雑草発生始期) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

葉の黄化が
認められた
が、実用上
問題となる
薬害は認め
られなかっ
た。 

400 
164 

100 

ばれい
しょ 

鹿児
島 
H26 

一年生広葉雑草 
(ｶﾗｸｻﾅｽﾞﾅ、ｻﾞｸﾛｿ
ｳ、ﾅｽﾞﾅ、ｵｵﾂﾒｸｻ) 

中 

300 
123 

100 
萌芽始期 
(雑草発生始期) 

全面
土壌
散布 

無処理区と比較
して十分な効果
が認められた。 

薬害は認め
られなかっ
た。 400 

164 
100 

 

 

  



 8  

（３）薬害 

① 対象作物 

表 1-1 から表 1-5 に示した薬効・薬害試験の結果、実用上問題となる薬害は認められ

なかった。なお、ばれいしょの萌芽始期処理において、一過性の黄斑、葉縁の黄化・黒

変、葉脈間の黄化が認められた。農薬の使用上の注意事項にばれいしょの一過性の薬害

に関する事項を記載することは妥当と判断した。 

 

② 対象作物以外の作物 

トマト、きゅうり、チンゲンサイ、だいず及び未成熟とうもろこしを用いた薬害試験

の結果、薬害が認められたことから、有用植物に対する漂流飛散の薬害に関する注意事

項が必要と判断した。 

 

表 1-6 ：プロマンフロアブルを用いた薬害試験結果概要 

作物名 

試験 
場所 

 
実施 
年度 

試験条件 

結果 処理量 
(g ai/10a) 

処理時期 処理方法 

トマト 
滋賀 
H27 

200 

定植 6 日後 
4.5～5.5 葉期 
草丈 18～23cm 

茎葉散布 

100g ai/10a 以上の薬量で地上部に対
して薬害が認められた。20g ai/10a
以下の薬量で薬害は認められなかっ
た。 

100 

20 

10 
2 
1 

0.2 
0.1 

きゅうり 
滋賀 
H27 

200 

定植 6 日後 
3～4 葉期 

草丈 10～15cm 
茎葉散布 

10g ai/10a 以上の薬量で地上部に対
して薬害が認められた。2g ai/10a 以
下の薬量で薬害は認められなかっ
た。 

100 

20 

10 

2 

1 
0.2 

0.1 

チンゲンサ
イ 

滋賀 
H27 

200 

定植 6 日後 
4.0～4.5 葉期 
草丈 8～12cm 

茎葉散布 

10g ai/10a 以上の薬量で地上部に対
して薬害が認められた。2g ai/10a 以
下の薬量で薬害は認められなかっ
た。 

100 

20 

10 

2 
1 

0.2 
0.1 

だいず 
滋賀 
H27 

200 

は種 7 日後 
本葉 1 対 

草丈 8～10cm 
茎葉散布 

20g ai/10a 以上の薬量で地上部に対
して薬害が認められた。10g ai/10a
以下の薬量で薬害は認められなかっ
た。 

100 

20 

10 
2 
1 

0.2 



 9  

作物名 

試験 
場所 

 
実施 
年度 

試験条件 

結果 処理量 
(g ai/10a) 

処理時期 処理方法 

0.1 

未成熟とう
もろこし 

滋賀 
H27 

200 

は種 7 日後 
1.8～2.3 葉期 
草丈 10～15cm 

茎葉散布 

100g ai/10a 以上の薬量で地上部に対
して薬害が認められた。20g ai/10a
以下の薬量で薬害は認められなかっ
た。 

100 
20 
10 
2 
1 

0.2 
0.1 

 

 

 

 

 


